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Andr~Gide の共産主義支持は、長いためらいの後で、爆発的な熱烈さでも
って表明された。彼にとって、沈黙はもはや無用のものと思えたのである。東
ヨーロッパの秘密主義的な寡頭政治を否定し去ることもなく、彼は、正義に対
する福音的な夢と、人類相互の同胞精神を追求したのであった。彼の究極の希
望は、芸術活動のためにあらゆる便宜をはかってくれるような社会を実現する
ことであった。共産主義者たちを熱狂的に支持しているあいだにも、 Gideは、
＜個人＞の価値に対する信頼感を捨てきれないでいたために、自分だけが彼等
の戦列のなかでは型破りな新参者であり、つねに不信の眼で見られていること
を知ったのである。いいかえれば、東方のユートピアの真の実情に直面して、
Gide の眼と心ははじめて開かれたわけである。そこで本論においては、前回
の「Andr~Gide におけるキリストとマルクス (I)」に対する結論として、フ
ランスの一ユマニストである共産主義者のさまざまな体験と、それを通して彼
が身につけた新しい態度について、若干の考察をおこなわなければならない。
前回の考察においては、どのような経緯をたどって、 Gideの思想が不可避
的に、新しい社会秩序を指向するにいたったかを示すことが目的であった。た
んに共産主義にかぎらず、彼の人道主義的な思想に合致する漸新な政治体制な
らば、いかなるものでも彼の憧れの的になり得たであろう。二十世紀に生きる
人間の必要を満たすために、 Gideは、古典主義芸術と人道主義的思想に対し
て新生面を開いたが、これは、十九世紀の偶像がいまや崩壊しつつあるという
彼の知覚と認識にもとずくものであった。同様にして共産主義者たちも、産業
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革命によって政治上の偶像が破壊された後の空白を埋めることを意図したので
あった。ただ、新しい偶像を選ぷに際して共産主義者たちが十分な成功をおさ
め得なかったのは、外見的な政治体制のはるか深奥に、ユマニストの思想がつ
ねに厳然と存在していることに気づかなかったからだといえるであろう。
もっとも権謀術数的な非行は、原理の名を借りて、その原理の悪用を正当化
することにある。このようにして、政治体制が、利己的な目的を擁護するため
に、ユマニストの理想を裏切り、それを悪用したのである。もともと Jean・
Jacques Rousseauゃ KarlMarxは、自分たちの社会の改良に役立つ人道
主義的な原理を提示したのであったが、悪質な後継者たちが、当初に意図され
たものとは全くかけ離れた目的を即急に完遂するために、その旗印としてせっ
かくの原理を濫用したのである。このことは、近代社会における二つの政治的
大変動、つまりフランス革命とロシャ革命のパクーンとなったのである。
Gide 自身の場合を考えるならば、たとえ無意識のうちに本来の意図からは
ずれたにすぎないとしても、彼の人道主義的な原理が、ひどい政治的圧迫を黙
認したという事実は、同じように気がかりなことである。しかし、これには補
足的な説明が必要である。地上における人間の機能は、その人間を超越する何
ものかを示すことであり、人間性それ自体は、より高度な目標に到達するため
の手段であるという基本的な路線が、はかない人生と不条理な宇宙のなかにお
ける、永遠の理想に対する人間の憧れを満たすために打ち出された。このよう
な意味では、人間は目的達成のための媒介手段とみなされるわけである。ソビ
エト・ロシャの一般民衆に与えられた苦難は、究極のユートピアを成就するた
めの一時的な犠牲ではなかったのか。キリストやProm~tMeの姿を借りて具体
化された愛他的な自己犠牲の観念は、あらたなスローガンのまえでは、たんなる
＜個人＞の自発的消滅をしか意味しなくなった。ロシャに住む無数の＜個人＞
と国民それ自体のうえに課せられた犠牲は、全世界に幸福をもたらすためのも
のではなかったのか。自由には限界があるという観念が、その自由獲得の努ヵ
を、ある目的から分離し得ないものにしてしまった。つまり、自由の限界とい
う正当な観念が、不自由とすり替えられてしまったのである。ロシャにおける
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自由の消滅は、革命によって野放しにされた潜在的な戦力といったものに、統
ーと調和を与えるためには必要ではなかったのか。利己的な目的を促進しよう
として、キリストの教えを歪曲してしまったキリスト教社会から、キリストを
分離することは、いい古された Christianismeという言葉に、ふたたび福音
書の精神を注入する目的によるものであった。ロシャの集団に強いられた服従
の状態は盲かつて人の子キリストが説いたところと同じものではなかったの
か。さらにまた、＜個人＞に関する Gide のキリスト教的な概念は、利害を
超越してその＜個人＞の価値を称揚すべきことを意味していた。同じ趣旨に沿
って、ソビエトの指甜者たちも、 Marxがその<(Manifeste),のなかで強調し
たとおりの、 「＜個人＞の自由な発展が、全体の自由な発展のための条件とな
るような共同体」の実現を目指していたのではなかったのか。 1931年に書かれ
た<(Journal),の次の一節には、 Gideの錯誤のいくつかが示されているよう
に思われる。
Je crois de plus en plus que l'idee de liberte n'est qu'un leurre・・・je
crois egalement, de plus en plus, que l'homme ne fait rien qui、vaille
sans contrainte et que bien rares sont ceuェcapablesde trouver 
cette contrainte en eux-memes. Je crois aussi que la couleur authen-
tique d'une pensee particuliere ne prend sa pleine valeur que si elle 
se detache sur un fond qui ne soit pas deja bigarre. C'est l'un;Jormi-
te de la masse qui permet a quelques rares individus de s'elever, tran-
chant sur elle. Le "Rendez a Cesar ce qui est a Cesar et a・Dieu ce 
qui est a Dieu" de l'Evangile, me parait plus que jamais d'un ensei・ 
gnement plein de sagesse. Du cote de Dieu. la liberte, celle de !'esprit: 
du cote de Cesar, la soumission, celle des actes. Le seul souci du 
bonheur du plus grand nombre, d'une part: de l'autre, le seul souci de 
la verite.(1) 
(1) Andre Gide: Journal. (ed. Pleiade). p. 1084. イタリックは筆者。
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ところで、いったい何が、たとえ一時的であったとはいえ、鋭敏な批判力を
失わせるほどにまで、 Gide に東方のユートビアに対する盲目的な信頼の念を
いだかせたのであろうか。それは、 Gide を徐々に共産主義へみちびいた、あ
る意味では必然的な周囲の状況と、けっして無関係ではなかったのである。(2)
2 
1936年から1939年にかけてのフランスは、まさに混乱の数年間を体験した。
おそがけの社会改革が、きたるぺき戦争をまえにして、労働者たちに一時的な
休息を与えた。この戦争は、西ヨーロッパ民主主義がおこなう対外政策のため
に、いまや避けがたいものとなった。 1937年に AndreGideは、鋭敏にも、
Nous entrons dans une~re nouvelle: celle de la confusion.<3>と述べて
いる。二つの世界大戦をへだてるこの混乱の時期にあって、感受性の豊かな唯
美主義者は、ソビエトのユートビアがいたるところで知識階級に差し向ける誘
惑の手を逃れることができなかった。 Gide が多年にわたって避けようと努め
ていた社会問題が、目下の重大な関心事となってしまった。
<(Voyage au Congo), とその続篇のくLeRetour du Tchad), によっ
て、芸術家は最初に予想した以上に、社会問題の迷路の奥深く足を踏み入れてし
まった。彼がひき起こした論争は、1931年までしづまることを知らなかった。(4)
西ヨーロッパ諸国家の現実の植民地政策は、共産主義者たちから攻撃されやす
い弱点をもっていた。したがって、ソビエトの宣伝家たちは、このような植民
(2)二つの大戦にはさまれたおよそ20年間は、フランスにとって、内外ともに多難な
時期であった。 1917年にロシヤ革命が成功し、フランス国内では経済的な不安と
ともに、労働者階級が勃興した。つまり、政治的、社会的ないろいろな問題につ
いて、はげしい議論が展開されたのであるが、具体的な実例に関しては次の書物
を主として参照した。 Andr6Siegfried: De ia Troisi如 eA la Quatri~me 
R6publique (Grasset). Franc;ois Goguel:La Politique des partis sou." la 
me R6publique (Editions du Seuil). Chanoine Uon Cristiani: La Fin 
d'un R6gime (F.mmanuel Vitte). 
(3) Andr6 Gide: Journal. p. 1261. 
(4) ibid. p. 1019. 
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地政策の濫用を批難する代表的な人物を、ある意味で、自分たちの仲間である
とみなすことができたであろう。青年共産党員たちによって、もっとも多く読
まれた Gideの書物は、 <:Voyageau Congo)>であった。(5)共産主義者たち
が、 Gideに対して部分的な賛意を表明しているあいだにも、カトリックの批
評家たちは、彼に対する攻撃をゆるめはしなかった。周知のとおり、その最前
線は HenriMassisであった。往時の友人 CharlesDu Bosでさえも、好
意的なその著作<:Dialogueavec Andre Gide), を、 Gideの態度に対する告
訴状に変えてしまった。カトリックからの否認と、共産主義者からの激励が、
どの程度に Gideを奮起させたのであろうか。そこには疑念が残るかもしれな
い。たしかに彼の行動は、カトリックを激怒させるものであり、彼等の陣営か
ら見れば、それは Gideの強情さを立証する以外の何ものでもなかったからで
ある。
ばく然とした倦怠感が、赤道アフリカから帰国した旅行者をおそってきた。
代表作<:Faux-Monnayeurs)>を完成した後の創作活動の不毛状態が、 Gideを
社会問題や政治問題にかり立てたことは事実であった。それは彼の著作の系譜
が示すとおりである。しかし、その後彼が、政治上の論争に熱中するようになっ
て以来、芸術作品を書くことができなくなった、とたまたま告白したとき、彼
は年代を逆転させていたといえる。強迫観念や失意や空虚感が、自分の仕事を
完成したという作家の実感を示すものである。(6)彼は神秘的な冒険によって得
られる最上の幸福感に憧れていた。の前進の欲望と後退のそれとのあいだで
Gideの心は大きく動揺した。ふみにじられたものに対する同情や、 Sesentir 
du cote de ceux que l'on opprime.<8> という願いに•もかかわらず、彼はな
お、一般民衆に対する不信の念を捨てきれなかった。(9) もちろん、このような
(5) Andre Gide: Retour de l'U,R.S.S., suivi de Retouches a mon Retour de 
l'U.R.S.S. p,. 29. 
(6) Andre Gide: Journal, pp, 1014, 1019, 1033, 1090, ... etc. 
(7) ibid. p, 1065, 
(8) ibid. p, 1028. 
(9) ibid. p, 1047, 
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矛盾した感情は、一般民衆も適当な教育によって好ましい方向へと変化してい
くだろうという幻影に支えられて、いくぶん緩和されていることは事実であっ
た。(10)つまり、彼は意を決する (prendreparti Cm)ことをためらいつつも、
amoureuse esperance<12)をいだいて東方に眼を向けたのである。<Journal>
のなかのある記述は、 Gideの共産主義に対する支持表明が、愛妻を傷つける
のを怖れる気持から、案外遅延したことを暗示している。(13)その後 dideは、
Claude Mauriacに向って、自分の決意は友人たちと行動を共にしたいとい
う欲望にもとずくものであることを認めて、次のように述べている。 Dans 
ma tentative vers le c-ommtinisme j'etais en grande pai:tie mene par le 
desir de ne pas decevoir des !tres que j'admirais. Jef Last, tres particu-
lierement .... <14) そして;1931年5月12日に、彼ははじめて明確に共産主義に
対する熱烈な賛意を表明した。それは次の言葉ではじまっている。 Maissur-
tout j'aimerais vivre assez pour voir le plan de la Russie reussir .... <15> 
しかし、そこにはいささかの空虚感がないではなかった。(16) とにかく、この
意志表示のなかで注目すべきことは、穀を破らなければ、ひよこは卵から出ら
れないというたとえのとおり、 Gideが、未来の可能性によって過去の悪弊を
許容していることである。そしてまた Gideが、彼の新しい信条はたとえ合理
的なものであるとしても、やはり神秘性を失ってはいないことを認めているの
も、注目に価する。ついに1932年<NouvelleRevue Franc;;aise>の6月号を
(10) Andre Gide: Journal. p. 1135. 
(11) ibid. p. 1120. 
(12) ibid. p. 1089. 
(13) ibid. pp. 1057. 1095. 
(14) Claude Mauriac: <Coversation avec Andre Gide;}>に引用されている。
p. 193. 
(15) Andre Gide: Journal. p. 1044. 
(16) 1931年 5 月 2 日に、 Gid~ はそのくJournal;}>のなかで、 aphasieとまでいえ
るほどの自巳の i"mpuissanceを記している。また同月10日には次のように述べ
られている。 Mavie intime n'a pas repris et je n'existe qu'en surface. 
pp. 1043, 1044. 
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皮切りとして、 1929年から1932年までのくJournal;>を発表することによっ
て、彼は公式に自己の立場を宣言したのである。
あきらかに Gideは、経済的危機の時代における多くのフランスの知識階級
と同様に、誤った理由から共産主義と結びついたのであった。 Marx主義的な
いっさいの権能を否定しながら、彼は、愛情だけが自分を新しい主義へみちび
いたのだと主張する。つまり、 Ce qui m'amene au communisme, ce n'est 
pas Marx, c'est l'Evangile.C17'と彼はいう。彼の政治行動は、まず共産主義
への <conversion>であった。しかしながら彼は、この新しい主義が課した
盲目の服従によって生じるすべてのことを知覚した。彼は次のように告白しな
ければならなかった。
.. En ce sens l'on a parfaitement raison de parler d'une'conversion. 
Car tout comme celle au catholicisme, la conversion au communisme 
implique une abdication du libre examen, une soumission a un dogme, 
la reconnaissance d'une orthodoxie. Or toutes les orthodoxies me sn… 
suspectes. Cl8) 
Gideは警告を発せられた。 ClaudeNaville は、キリストの教義と共産主
義の現在の形態とのあいだの本質的な矛盾を、．敏感に指摘した。
Ce n'est pas le lieu de montrer ce qu'a d'innocent,pour un marxiste, 
cette these selon laquelle le communisme -— theorie, mouvement et 
regime sociaux - est ne de la trahison du Christ par les Eglises et 
par les hommes .. Marquons seulement qu'elle s'oppose a laconstata-
tion du caractere nuisible aux opprimes de l'enseignement meme du 
Christ. Cette contradiction ne peut etre resolue que par le retour au 
Christ .. ou son abandon definitif. On conc;oit qu'il en cot'ite a Gide: 
c'est un debat qu'il ne peut trancher qu'en se mutilant cl'un cote ou 
(17) Andr~Gide:Journal. p. 1176. 
(18) ibid. p. 1175. 
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de l'autre.(19) 
Navilleは多少とも政治と関連をもっ Gideの初期の活動のいくつかを列挙し
た。そして、老年に達した Gideの自称共産主義と、厳格な Stalinismeとの
相異を適確に指摘している。 Gideがソビエトヘ旅行する以前から、すでに、
その地の現実に直面した彼は、かならず抵抗を感じるであろうことが予測され
ていた。それは、 Gideが個人主義の存在を否定し去ることのできない人間で
あったからである。たとえば、共産主義と個人主義の調和融合を主張した
Gideに対して、 ClaudeNavilleは次のように答えている。
C'est clans la mesure oil. l'U. R. S.S. reste entachee d'elements petits 
bourgeois, paysans, retrogrades, et non clans celle ou elle se rapproche 
du soci~lisme, qu'elle cultive les particularites nationales et les autres 
differences. c20) 
1935年にはじめて出版され、この書物のなかに再録された論文 <(LaStruc-
ture economique et sociale de l'U. R. S.S.)>には、ソビエトの第一次五ケ
年計画の経済上の成果について、 Gideがおこなったのと同じ批判が見受けら
れる。 AndreGideが、 ClaudeNavilleのくAndreGide et le communis-
me)>を、ソビエトヘ向って出発するまえに読んでいたかどうかはあきらかで
はない。しかし、 193~7 月29日の Gide のくJournal)> に、 Terrible de-
sarioi apres lecture des manifestes trotzkistes confies par Pierre Na-
ville<21>と述べられているとおり、 Gideはかなり以前から警告を受けていたわ
けである。そのとき Gideは、少なからずショックを受けたのであるが≫ それ
でも彼は、これらの批判を、 lesdivisions du partiを誘発するものとして非
難した。<2>Pierre Navilleは、彼の弟 Claudeの死後に出版されたこの書物
(19) Claude Naville:Andr6 Gide et le communisme. pp. 42~3. また次のよう
にも述ぺられている。 Gide est de ceux pour qui 1 ・l" e soc1a isme-rehg1on. 
est une forme de transition de la religion au socialisme. p. 46. 
(20) ibid. p. 54. 
(21) (22) Andr6 Gide: Journal. p. 1142. 
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に序文を書き、 Marxゃ Engelsゃ Lenineや Trotzkyの真の遵奉者として
の自己の立場を表明し、あらかじめ Gideに警告を与えたこともあきらかにし
た。(23) 友人に誘惑され、反対者に警告された Gideは、さらに、共産主義を
信奉する人たちからの攻撃にも耐えなければならなかった。 Jean Guehenno 
はその論文<(Ame,ma belle a.me)>のなかで、 Gideを嘲笑している。<24>Ilya 
Ehrenbourgは、 Gideの新しい傾向は小説家としての失敗の結果生まれたも
のだと説明する。(25) また、共産主義者の一女教師は、 Gideの態度を bolche-
vistes de salonあるいは transfugesde la classe ennemieC26) のそれだと
きめつけている。しかし、彼を支持する人たちも、けっして少なくはなかっ
た。たとえば GeorgesAdamovitchは、 Gideが <conversion>を公言す
る以前から彼に称讃を惜しまなかったし、その後における MauriceS記hsも
また同様であった。(27)
?
以上のような状況のもとで、デリケートな偶像破壊者としての態度を堅持す
るGideは、もっとも型破りな共産主義者たる自己の道を歩もうとした。彼は
党の規約に拘泥しなかった。たとえば、 Dimitrovや Thaelmannはナチスに
よって、 VictorSergeはスペイン政府やギリシヤ政府や盲あるいはソビエト
の寡頭政治によってさえ、いろいろな圧迫を加えられたが、 Gideはこのよう
に政治上の理由から不当な虐待を受けている＜個人＞を弁護して、大いに論戦
(23) Andr6 Gide et le communismeの序文。 p.1. 
(24) Jean Gu6henno: Ame, ma belle血 e.(<(Europe>, Novembre 15, 1930.) 
(25) Ilya Ehrenbourg: Duhamel, Gide, Malraux, Mauriac, Morand, Romains, 
Unamuno vus par un ecrivain d'U. R. S.S. p. 213. 
{26) Henri M細sis:D'Andr6 Gide 1 Marcel Proust. のなかに引用されている。
p. 226. 
⑰ 1呻 5月25日に、 AdamovitchはGide礼讃の講漬を＊こなった。 (<(Jour-
皿I>p. 984.)これはc(Cahiersde la Quinmhffl> (avril 5, 1930)に記録さ
れている。また Sachsは讃辞に満ちた c(AndrtGide>を出版した。
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を展開した。c2s>1936年12月、 -(Retourde I'U. R. S. S.), 出版の 1ヶ月後に、
彼はスペインの内乱に関して列強諸国が採択した不干渉政策に抗議する声明蒼
に署名し、はげしい言葉でもって自己の行動を説明した。(29) 場合によっては
彼は革命組織のいくつかに参加し≫ それらの会合の席上、司会をつとめたり意
見を発表したりすることもあった。しかし彼は、共産党のお先棒かつぎになる
ことをけっして好まなかった。彼は、作家としての本来の姿をそこなうおそれ
のあるきずなから、執拗に自己を防禦した。このような個人主義的な態度—
ソビエトの権威筋にとっては、おそらく疑わしいものに見えたであろう一一
が、共産主義を是認するに際しての Gideのためらいの原因であったといえ
る。つまり、芸術家的良心に支えられた自分の行動は、政党のメンバーとして
よりも、 ＜個人＞としていっそう有効な役割を果し得ると感じたために、
Gideは共産主義とのいわば自由な結びつきを望んだのである。
作家とてしは、 1932年にあらわれはじめた爆発的なくPagesde Journal), 
に加えて、彼は、共産党の発展に貢献しようという目的のために書かれたいくつ
かの作品を発表した。オペラ -(Persephone:>もその一つである。多年にわた
って圧迫されつづけているプロレクリアの世界は、 Persephoneの支配する地
獄と比較することができる。虐げられた人たちの世界を救うために、女神はす
すんで自己を犠牲にするのである。そしてまた、かつてアフリカにおいて生命
の啓示を受けた時期の、あの熱烈なくLesNourritures terrestres)>の反復で
ある-(LesNouvelles Nourritures), も、同じ傾向をもっているといえる。(30)
この二つの作品のいちぢるしい相異は、前者における Nathanaelが、後者に
おいては camaradeに変貌したことである。 -(LesNourritures terrestres), 
(28) Andre Gide: Litterature engagee (ed. Yvonne Davet). のいたるところに見
られる。
(29) ibid. pp, 150~153, 
(30)後になって AndreGideほ<(LesNourritures terestres'.:>を、 cet accent de 
sinceriteに欠けるところがあるので、 de tous mes livres, le plus inegal, 
le moins bonな書物であると述べている。 (Andre Gide: Journal & Sou-
venirs. p, 220.) 
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の Gide が Nathana~l に呼びかけたように、 <(Les Nouvelles Nourritures> 
の Gideは camarade(同志）に向って次のようにいう。 Cen'est pas seule-
ment le monde qu'il s'agit de changer: mais l'homme. D'ou surgira・t-il, 
cet homme neuf? Non du dehors. Camarade, sache le decouvrir en toi-
meme…(31) さらにこの時期に、 AndreGideは、社会劇 <(Robertou L' 
Interet generaI><32>の制作に懸命であった。この作品の価値は、 Marx主義
者の言葉を借りて Gideが主張するところによれば、その価値に相当する労働
量によって確認され得るものである。(33)
批評家としては、ソビエトに向って出発するかなり以前の Gideは、 1934年
にくMessageau Ier congres des Ecrivains I:.usses>を発表したように、
共産党の路線からはいちぢるしく逸脱した状態にあった。 La litterature n'a 
pas A se mettre au service de la Revolution. C34>と宣言することによって、
彼はソビエト作家同盟の綱領第7条に明確な反駁をおこなっている。(35) 彼は
すでにくFeuilletsretrouv~s> のなかで、 Je prefere me taire plutOt que 
de parler sous une dictee, si ceci doit fausser ma voixC36)と述ぺている。
前述の <(Message>に示されているように、 AndreGideは、自己の政治的
素朴さを表明するための詭弁を用いて、政党の綱領と思想の独立性を調和させ
ようとした。つまり、革命は真実に奉仕する。彼は真実を書く。したがって彼
は革命に奉仕しているわけである。たとえば次の一節からも、このことがあき
らかである。
(31) Les Nourritures terrestresのなかの LesNouvelles Nourritures. p. 289. 
(32) 1934年から35年にかけて執筆され、 1939年に修正された。そして、 Algerの
<(L'Arche)>にはじめて発表された。 (aoO.t 1944~ aoO.t 1945). Li血rature
engageeに対する Yv<.1ne Davetの序文と、 Gide自身のそれとを参照のこと。
pp. 221~222. 
(33) Andre Gide:Journal. p. 1252. 
(34) Andre Gide:Litterature engagee. p. 
(35) ibid. p. 54. 
⑱) ibid. p. so. 
(215) 
12 仏語•仏文学第三号
Que Ia litterature, que !'art puissent servir la Revolution, i va sans 
dire: mais i n'a pas a se preoccuper de la servir. I ne Ia sert jamais 
si bien que quand i se preoccupe uniquement du vrai . . • Mais comme 
la cause de la verite se confond dans mon esprit, dans notre esprit, 
avec celle de la Revolution, !'art, en se preoccupant uniquement de 
verite, sert necessairement -la Revolution,C37) 
＜個人＞の価値を尊重してやまないモラリストとして、 Gideはこのような
矛盾を、バイプル的な密句を思わせる逆説によって作り上げられた彼の新しい
態度に結びつける。そのとき、国家主義と国際主義、個人主義と共産主義は、
たがいに他を排斥することがなくなるのである。 L'on peut etre a la fois 
patriote et internationaliste, tout comme !'on peut etre a lafois indivi-
dualiste et communisant.<38)さらにまた彼は、もしもより良き条件のもとで
一般民衆の水準が高められるならば、＜個人＞は自己を主張するためのより良
きチャンスに恵まれるだろうと信じていた。 l'individu, encore aujourd'hui, 
m'interesse plus que la masse, mais d'abord importent les favorables・ 
conditions de la masse pour permettre a l'individu sain de se produire. 
(39) 
キリストを放棄しようとしないキリスト教徒的な潔癖家として、AndreGide 
は共産主義にそのキリストを附け加えている。そして、彼のcamarade(同志）に
向って Christest des votres.<40)と叫ぶ。もしもソビエト辿邦がキリストを
否定するとすれば、それは誤解に起因することである。キリストは服従を説く。
しかしキリストに背くのは、一般民衆に服従を強いる人たち、あるいは一般民衆
を利用する人たちである。実際にキリスト教は、不幸な人間に対しては架空の
(37) Andre Gide: Litterature engagee. p. 58. 
(38) Andre Gide: Journal. p. 1216. ここで、 ~Nationalisme et Litterature► を書
いたときの、 Gideの初期の立場が思い出される。 (Nouveaux Pretextes. pp 
73~93) 
(39) ibid. p. 1135. 
(40) ibid. p. 1178. 
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天国における幸福しか与えず、現実の世界では、少数の特権をもつ人たちの利
益のために、その不幸な人間を利用することに終始している。次の Gideの言
葉は痛烈である。 Comment ne profiterait-il pas du catholicisme, c~ui 
qui sait que le Christ dit:'heureux ceux qui pleurent,'et comment 
'ceux qui pleurent'n'accepteraient-ils pas de se soumettre, s'ils se 
laissent persuader que'les derniers seront les premiers? (4l)教会が自己
保身のために現状を維持しようと努めている反面では、共産主義者にとって、
したがって Gideにとって、現在の事態はまさに我慢のできないものであっ
た。もちろんキリスト教徒のなかにもこれと同じ気持をもつ人たちがいる。し
かし彼等は、 Commenttrouver intolerable ce que l'on considere comme 
voulu par Dieu? (42) としかいえないのである。もしも神が人間の不幸につ
いて責任をとるならば、反抗は罪である。しかし、神ではなくて人間にその責
任があるようになれば、 反抗はもっと切迫したものとなる。 Des que l'on 
tient l'homme et non Dieu pour responsable, l'on ne peut plus prendre 
son parti de rien. (43) 
明晰な知識人として、 Gideはごく一時的であったにしても、共産主義と相
容れない持前の批評感覚を発揮した。 1933年はいろいろな事件の多い年であっ
たが、たとえば<(NouvelleRevue Fran~aise>, の伝統的な精神に合致しない
原稿を採択するか否かについて、 Gideと共産党の戦略とのあいだに些細な確
執が生じた。(44) また同年に、 Moscouにいる Aragonに宛てた手紙のなか
で、彼は,<(Les Caves du Vatican>, を、ソビエト映画連盟の目的に適合す
るように歪曲させることを拒絶した。(45) さらに1935年1日の日付をもつ書簡
でも彼は、いわゆる＜有益な目的＞に奉仕するために、芸術作品の価値をそこ
(41) Andr~Gide: Journal. p. 1157, 
(42) ibid. p. 1167. 
(43) ibid. p. 1068. 
（鉛 ibid.pp. 1169~1170. 
(45) Andr~Gide: Litt~rature engag紐.p. 31. 
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ねることに強く反対する自分の立場をくり返した。(46) そして、はからずも最
後の二つの場合などは、カトリックの司祭の意識的な不明瞭性に対する反論で
でもあったわけである。 J . e su1s un mcroyant: Je ne sera1 Jama1s un 1mp1e. 
(47) という Gideの言葉は意味深長であるといえる。 とにかく Gideの根強
い潔癖感が、芸術をある目的のための下部構造たらしめることに、はげしい反
撥を覚えるのであった。 Iy a une certaine honn~tete de !'esprit dont je 
voudrais bien que les jeunes communistes ne・croient point devoir de 
leur de se departir pour raison d'opportunite.C48> 
?
Gideはソビエトにおいて何を見出そうと望んでいたのか。東方のユートビ
アには、かつて Dostoievskyが遠い将来にもなお存続するであろうと考えた
あの福音の社会があると確信していたのであろうか。次の言葉は..しばしば共
産主義とのハネムーンと呼ばれるほどの清純な時期に、 Gideの心をくもらせ
た精神的動揺を示すいま一つの実例である。
Je voudrais bien savoir si, dans le texte de l'Evangile, le petit rajout 
final'et dans la vie eternelle'n'est pas de ceux-la (=textes apocry-
phes)? faute duquel la parole du Christ: ℃ elui qui quitte . . . pere, 
mere, freres et sreurs, et possessions, les'retrouve au centuple . .' 
l reJomt exactement ecommumsme.<49) 
初期の30年間のソビエト連邦は、 Gideにとって unepatrie ideale~o) で
あった。そこにおいては、かつてくLesNourritures terrestres► の時代に
熱烈に追求されたところの、家族や教会神学の狭い穀を打破することによって
(46) Andre Gide: Litterature engagee._ pp. 61~63, 
(47) Andre Gide: Journal. p. 860. 
(48) Andre Gide: Littera皿 eengagee. p. 61. 
(49) Andre Gide: Journal. pp. 1192~1193. 
(5'.>) Andre Gide: Litterature ei:lgage. p. 98. 
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生まれる、あの無限に拡がる愛情が実在のものとなっていた。まず Gideにと
っては、人類の幸福が急務であった。(51) 伝統や権威の束縛をはらいのけた新
しい社会は、未来の発展を目指して自由自在に活動をつづけることができ
る。cs2J Gide自身が随所に害さ記しているように、彼が期待するユートピア
は、彼の心のなかにおいてさえ、全く漠然としたものにとどまっていた。たし
かに彼は、国家建設に関する専門的な事項は、すべてしかるぺき専門家の手に
委ねていた。アマチュア共産主義者は、資本主義的プルジョワ国家を悩まして
いるあらゆる災厄から解放された真の近代国家を、ソビエト連邦に想像してい
たのである。
そこには宗教は存在しないであろう。あるいはむしろ、新しい宗教的精神が
無神論を認めるであろう。思想の自由、宗教的寛大の必要性を唱えて18世紀に
多くの影響を及ぼした PierreBayleの態度にならって、 Gideは天上の啓示
に依存する宗教を非難した。彼にとって宗教は、不和や紛争の原因となる以外
の何ものでもなかったからである。 les religions, chacune pretendant unir 
tous les hommes, les divisent.<53> 自分の神だけが世界を救うであろうとい
う、すべての信者の排他的な確信は、混乱をひき起すだけのことである。
C'est au nom de Dieu qu'on se battra.<54> ただ普逼的な無神論だけが、戦
争を避けることができるのである。 L'atheismeseul peut pacifier le monde 
aujourd'hui. (55) ただ誤解してはならないのは、いま問題となる無神論は、た
んなる貧弱な否定を意味するものではないということである。むしろ反対に、
後日 Gideが言明したように、それは、偉大な美徳を必要とする信仰に通じる
(51) Andre Gide: Journal. p. 983, Ce n'est pas d'aller en paradis, mais de 
t'y mener, qui m'importe. L'insupportable bonheur dont on serait seul a 
Jou1r .. 
(52) ibid. Aucun progr蕊 del'humanite n'est possible, que celle-ci ne secoue 
le joug de l'autorite et de la tradition. 
(53) ibid. p. 1139. 
(54) ibid. p. 1131. 
(55) ibid. p. 1131. 
(219) 
16 仏語•仏文学第三号
ものである。 Cetetat d'atheisme complet, il faut beaucoup de vertu 
pour y atteindre. (56) 
宗教のないこの国は、(57) また国際間の戦争からも解放されるであろう。
1933年2月にドイツにおいて Hitlerが内閣を組織した後、戦争の暗雲が、あ
らたにヨーロッパ全土をおおいはじめたとき、 Gideは戦争に代るものとして
集団的な社会動乱の危険性を暗示した。(58) のしかかる戦争に対する理想的な
解決法は、夢想的な無抵抗主義であって、共産主義国家だけがこれを主張する
権利をもっているのである。青年たちがかつての戦争のなかに探し求めたあの
最後の魅力、あの幻惑は、機械化された近代戦においてはもはや与えられるこ
とはない。彼等の英雄主義的なエネルギーは、むしろ真の戦争否定に向けられ
るぺきである。そして Gideによれば、理想的な共産主義国家こそが、人間に
対して Denouveaux" titres de noblesse, de nouvelles formes de saintete, 
de devouement, d'heroisme.<59) を提供してくれるのである。
物質的な安楽が得られた後、人びとははじめて芸術の探求に精進することが
できる。 Gideは高度な精神活動に関連をもつ物質的条件をまず満たすことを
力説した。 Descartesについて考えながら、 Gideは次のように述べている。
Je ne pretends point qu'il y ait dans tout homme un'penseur,'mais s'il 
faut, pour pouvoir dire : done je suis, penser d'abord, il importe de 
donner a l'homme d'abord la possibilite de penser; les conditions 
materielles qui le permettent sont de la premiere importance, et tout 
le reste ne vient qu'ensuite.<60) Marx主義国家における労働者は、自己の
(56) Andre Gide: Feuillets d'Automne. p. 71. 
(-57) Andre Gide: Journal. p. 1066. cf. Sans religion? Non, peut-etre. Mais 
une religion sans mythologie. 
(58) ibid. p. 1160. Seul un conflit de classes pourrait aujourd'hui prevenir le 
conflit mortel des nations. と書いたとき、 Gideはソビエト・ロシャが機械化
された戦争を準備していないことを代弁したのである。
(59) ibid. p. 1153. 
(60) Andre Gide: Litterature engagee. p. 52. 
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仕事によろこびを見出すであろう。そして、短時間の労働に対して必要呈のレ
ジャーが与えられるだろう。というのは Cen'est pas seulement le travail 
de I'homme qu'il importe de reglementer, c'est aussi, ・c'est surtout son 
loisir.C6l> だからである。究極主義 (finalisme) のラベルを貼られることか
ら自己を防ぐ一方では、Gideはつねに、人間の精神が発散するものに、つまり
cette efflorescence qui m'apparait parfois comme la raison d'@tre de 
)'humanite. (62)に関係をもっていた。しかもこの開花は、かつてギリシャの',"i'
に、奴隷制度のおかげをこうむった精神文化のように、労働者の犠牲によって
生まれるものであってはならなかった。実際には、このような開花が実現する
のは少々さきのことであるかもしれない。共産主義国家がより良きユマニテを
生み出した後でなければあらわれないかもしれない。 Gideはこれを認めて
Que -le communisme doive @tr.e depasse, il se peut. Mais tout d'abord 
il faut l'atteindre. Les au・dela. viendront apres. C6S> と述べている。
それから、理想的な共産主義社会が実現し、人間がモラリテの高度な段階に
達したとき、性的愛情の表現さえも現在の扁見から解放されるであろう。
<Corydon), の作者としての AndreGideが、 Favorisepar un etat social 
un peu different, un temps viendra, j'imagine, oil les manifestations de 
l amour seront profondement modifi釦s.C64)と書いたとき、おそらく彼は、
たんに＜自由な＞愛情のことだけでなく、ュラニスムそれ自体のことをも考え
ていたといえる。
ソビエト連邦において出現する未来の社会は、また、いかなる貧困からも解
放されているであろう。このような現象は、博愛思想からは得られないもので
ある。博愛思想は、えてして反対の結果をひき起こしがちである。というのは
恵まれた強者は、ひずんだ憐憫の情をもって弱者をのけものにし、名ばかりの
(61) Andr~Gide: Journal. p. 1108. さらにまた pp.1142, 1234をも参照。
(62) ibid. p. 1139. 
(63) ibid. p. 1211. 
(64) ibid. p. 1053. 
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ユマニテのなかに貧困や苦悩を定着させてはばからないからである。,, . l'hom-
me, loin d'avoir su diminuer la souffrance sur cette terre, l'a partout 
introduite, entretenue, et m~me a !'aide de la pitie.cas)もちろん真の意味の
博愛思想は～人類の改良に通じるものである。 Je tiens que la vraie philan t・
hropie . , se devrait moins inquieter de sauver'ce qui etait perdu, que 
de mener a perfection l'espece humaine .. <6)その後1942年に Tunisにお
いて、 Sebastopolの浮浪児 (besprizornis)よりも、もっとみじめな貧困のな
かで生活をしているアラビヤ人の少年を見たとき、 Gide は r~ve d'une soci-
砥 quine se permettrait pas de dechets.<67) の実現を強く感じたのであっ
た。さらにまた、 Gideが想像した新しい国家はすぐれた＜個人＞を作り出す
であろう。すなわちその国家は、 leplus grand epanouissement de chaque 
homme, la venue au jour et la mise en valeur de toute les possibilite.<6S> 
を許すであろう。そのときはじめて、GideがあのくLesNourritures terres-
tres>, の時代以来書きつづけてきたような文化的な＜個人＞によって構成さ
れる社会が、彼に与えられることになるであろう。ソビエト連邦はすでに、こ
のような先例のない光景を、つまり Celui(=spectacle) d'un pays oil l'ecri-
vain peut entrer en communication directe avec ses lecteurs.<69>を示し
ていたのである。
宗教や戦争にわずらわされることのない社会、すぐれた＜個人＞が、自由な
立場で芸術活動に参加し、いかなる形のみじめさからも解放されて、安楽に生
活することができる社会に対する美しい幻影をいだいて、 AndreGideはソビ
エトに向って出発したのであった。それだけに、彼の失望はまった＜悲劇的と
いってよかった。
(65) Ahdr6 Gide: Journal. p, 1126. 
(6) ibid. p, 1139. 
(67) And必 Gide:Journal & Souvenirs. p, 137. 
(68) An'dr6 Gide: Litt6rature engag紐.p, 95, 
(69) ibid." p. 93-
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?
なによりもまず、ソビエト連邦を訪れた Gideは、その新しい国家のおどろ
くべき画一主義に圧迫されずにはいられなかった。 Leningradに到着したとき
彼はソビエトの作家や学生たちのために講演を準備した。そのなかで彼は、文
学における圃ー主義に対して―-Marx主義にとってはそれが必要であると
しても一警告を発した。ところがこの講演は、彼の意図どおりには伝えられ
なかった。数日後フランスのスタイリストは、たとえば glorieuxという附/1
形容詞は、ソビエト連邦の連命に言及する場合にはふさわしい語であり、また
反対に grandという語は、非ソビエト的な monarque (帝王）という名、i,]に
つけるぺきではないと闘かされたとき、(70) 自分の表現を、不本意ながらソビ
エト流の調子に雹き変えることを余儀なくされた。このような無数の修jEや内
容の歪曲がいたるところでおこなわれたので、 Gideは、ソビエト滞在中に出
版された彼の諧演のロシャ語訳を、責任がもてないとして、全面的に否定せざ
るを得なかった。
コンゴ旅行のあいだに身につけた恨煎さをもっていたのに、ソビエトの天困
を訪れた Gideは、真実の追求において、一時、公道からそれてしまった感が
ある。というのは、左駕を攻撃する場合でも、右翼を攻撃する場合でも、また
どのような形で社会に溶け込んでいく場合でも、 Gideは、いかなる偽造をも
黙認することなく、持前の酸味の効いた批判精神を、いたるところで発揮した
からである。彼の旅行の同伴者にはロシャ語のできる者が三人いた。それは、
Jacques Schiffrinと JefLastと PierreHerbartであった。ソビエトの社
会は、大規模な工業化と農業の集産主義化によって、いちぢるしく変形されつ
つあった。 1936年6月に、新しい憲法の完全な草案が公にされた。 Stalineは
それを、世界における唯一の徹底的に民主的な憲法だと呼んだが、(71) それに
(70) Andre Gide: Retour de I'U. R. S.S. p. 65, note 2. 
(71) F.L. Schuman: Russia since 1917. p. 214. 
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もかかわらず、ソビエトのユートビアは、いまなお、強制労働のキャンプを温存
する管察国家である。例の血の粛正は相変わらず猛威をふるっていた。 Andr~ 
Gideが MaximGorkiの葬儀において感動的な讃辞を述べたことは周知のと
おりであるが、その Gorkiは、おそらく当時の野察署長 Yagodaの命令によ
って毒殺されたことも思い出されるであろう。<72) 1936年6月17日に、政治に
ついては全くの初心者である Gideが足をふみ入れたのは、まさにこのような
荒野のなかへであった。
子供のキャンプ、レジャー・キャンプ、 Leningradゃ Moscouの文化公園、
校範的な集団農場 (kolkhozes)、もっとも近代的な大工場など、ロシャ的完
成を誇るいろいろな陳列品を..友人とともに案内されたとき、新参の Marx
主義者は讃辞を惜しまなかった。ソビエト当局によって任命された通訳兼案内
役の公式の醗訳を通じて、 彼は Marxを信奉する人たちの幸福を学んだ。彼
の心は共感に高鳴った。彼は同胞愛のあたたかい感情IC圧倒される思いであっ
た。すなわち、これらの突如として湧き起こる博愛精神、はげしい共感、ごく
n然な親近感などは、 Gideがすでに Dostoievskyの小説中の諸人物から感じ
とったものであった。さらにまた彼はソビエト連邦における青少年の発育期間
が異常に延長されていることにも驚嘆した。周囲の目新しさのために少々均衡
を失いながらも、感受性の豊かな唯美主義者は、ロシヤ民族の偉大な媒団のな
かへ夢中になって溶け込んでいったのである。
すばらしい機械設備をもつ工場を訪問したとき、彼は、その専門の分野にお
いては他の追随を許さないほどの技術的完成を、満腔の信頼をもって賞讃し
た。心理学は彼の領域であった。そして彼は、社会問題さえをも、このような
角度から観察した。(73) しかしながらこの点に関しては、彼の希望や幻影はた
ちどころに色あせてしまわざるを得なかった。というのは、彼は、外国旅行者
のために選ばれて、しかるべき場所に配置された少数の特別な人たちのうえに
ではなく、広く一般のロシャの民衆のうえに、自分の注意力を集中したからで
(72) Joseph E. Davies; Mission to Moscow. p. 268. 
(73) Andre Gide: Retour de l'U. R. S.S. p. 25. 
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あり、また、ロシャ語を話す同伴者の助力で、直接的にそれらの民衆と交渉を
もつ機会に恵まれたからである。ソビエト的共産主義のもとにおかれている人
たちを観察した Gideは、革命後、機械のように生産の代理人にすぎなくなっ
てしまったかにみえる一般民衆の、無感動で無気力な態度に非常なショックを
受けた。子供たちのあいだにさえ、笑顔がなくなっている感があった。青年共
産党員 (Komsomols) については、その実用一辺倒に傾いた柔軟性の乏しい
精神状態や、血気盛りの年令屈にもかかわらず、内容のないスローガンを真正
直に信じ込んでいることなどが、 Gideをおどろかせたのである。
従来からのいわば中世紀的な経済機構から、集団生産の経済機構への過渡期
を経験せずに、いきなり改革時代に投げ出されて、立往生するほかはない成年
履の大部分は、ソビエト寡頭政治の手にあやつられる無表情なロポットと化し
てしまった。競争のはげしい自由企業のようにしのぎをけずることのない、唯
ーの物狡供給者である国家は、不十分な品物を与えるだけであったために、一
般民衆は痛ましくも、それらの品物の質や味を識別する能力をいつの間にか失
ってしまったのである。文化教益の領域においてさえ、国家はその唯一の供給
者をもって自任し、主義主張に役立つと判断されるものだけに消伐をliU定し
た。ロシャの田舎の多彩な郷土文化が消滅したのもそのためである。そして、
民衆に役立つものとして作られた文学や絵画や音楽の芸術的水準は、まことに
低いものであった。国家は、民衆が容品に理解することのできるものだけを、
読んだり、見たり、 1月いたりすることを許した。つまり、民衆はいつまでも、
自然のままの無知の状態に捨ておかれていたわけである。したがって、どれほ
ど多くの Rimbaudゃ Baudelaireや Stendhalのような性格をもつ作家た
ちが、ソビエトの国家権力によって、葬り去られたことであろう。
以上の結果として起こることは、ソビエト労働者の完全な人格喪失である。
全能の国家にあえて反抗する者は、誰でも辿害された。というのは、幸福にな
るためには画ー的になれ、というのが至上の綻であったからである。それにも
かかわらず、多くの人たちは幸福そうであった。生来の優越紙が、彼等をして
国家の打ち出すばら色のスローガンを、素直に受け入れさせてしまったのであ
(225) 
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る。実際に彼等のある者は、母国ロシャは、資本主義諸国と比較するとき、ま
さに地上の楽園であると信じきっていた。しかし、彼等の幸福は不安定な土地
のうえに築かれたものにすぎないのである。 Leurbonheur est fait d'esperan 
ce, de confi&nce et d'ignorance.<74) 
これらの欠陥は、新しい共産主義国家が体験すべき生みの苦しみではなかっ
た。むしろ反対に、ソビエト・ロシャは後退運動によって、西ヨーロッパ的な
ブルジョワ社会に存在する不幸な状態に逆戻りしたかのようであった。堕胎を
禁止する法律が課せられて、貧乏な労働者たちはよりいっそう悲惨な生活を強
いられた。同性愛は反革命に通じるものと断定された。 Marxの意に反して必
然的に起こって来た労働者間の賃金の不平等は、そのいちぢるしさによって、
血を流してまで絶滅をはかった階級差を、ふたたび作り出す傾向にあった。
Andre Gideは不安をいだきながら、新しい階級の勃興を予測した。 Jecrains 
que ces differences, au lieu de s'attenuer, n'aillent en s'accentuant. Je 
crains que ne se reforme bient6t une nouvelle sorte de bourgeoisie 
ouvriere satisfaite (et, partant, conservatrice, parbleu!) trop comparable 
a lapetite bourgeoisie de chez nous.<7s) いわばソビエト国家は後方への行
進を助長した。そして、自由で利害を超越した社会に対する Gide的 Ma1x
主義者の夢はくずれつつあった。
Avec la restauration de la famille (en tant que'cellule sociale') de 
!'heritage et du legs, le goiit du lucre, de la possession particuliere, 
reprennent le pas sur le besoin de camaraderie, de partage et de vie 
commune. (76) 
このようにして勃興して来た貴族階級は、功績や個人の価値によって認めら
れたものではなく、もっぱらソビエト的画ー主義の産物であった。そしてこれ
は、後日、財力の多寡が生み出す貴族階級になるぺきものであった。
(74) Andr~Gide: Retour de l'U. R. S.S. p,45. 
(75) ibid. p, 56. 
(76) ibid. p. 57. 
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ところで、 Gideの <::Retourde 1'U. R. S. S.), は c.lassicstatement of 
the Western case against Russian Communism. といわれたが、(7) この害
物によってひき起こされた批判に答えるために書かれた <::Retouchesa mon 
Retour de 1'U. R. S. S.), は、より密接にソビエト・ロシャの社会的条件に関
連するものであった。その論調のはげしさや、統計的査料と実地報告の豊宮さ
のために、戦闘的な共産主義者 Friedmann は、 これを lalogique de la 
1 utte.<78)と呼んだ。多数の統計と、旅行者や定住者からの確実なデーターを
引用したり、 <::Isvestia),紙のさまざまな記事を転載したりして、 AndreGide 
は最初の書物に含まれる批判的な論旨を、いっそう具体的な形でくり返してい
る。 Gideは、広範囲にわたる子供たちや一般民衆の無学文盲と、ソビエト労
働者のいたましい自由の欠乏を指摘した。また彼は、ソビエト警察が、どのよ
うな手段を用いて、せっかくの労働者の楽園を、密察国家に変えてしまったか
を暴露した。次の一節には、 Gideの失望感があらわれている。 …bientOt, 
de cet heroique et admirable peuple qui meritait si bien notre amour, 
il ne restera plus que des bourreaux, des profiteurs et des victimes.<79> 
ソビエトの不当利得者たちを攻撃するために Gideが用いた言葉には、どこと
なく、彼がまだ共産主義を信じていたときに、富裕なプルジョワに対して放っ
たあの呪咀を思い出させるものがある。 Gideはこの不当利得者を批判して、
Ce n'est pas lui (=travailleur) qui profite de son travail, de son<::sur-
travail),, ce・sont les favorises, les bien・vus, les souples, les gorges.Ceo) 
と述べている。期待されたプロレクリヤの独裁に代って、プロレクリヤのうえ
(77) The God that Failed. に対する RichardCrossmanの序文。 p. 8. 
(78) Georges Friedmann: De la sainte Russie a l'U. R. S.S. p. 137. 
(79) Andr6 Gide: Retouches a mon Retour de l'U.R.S.S. p, 137. 
(80) Andr6 Gide: Retour de l'U. R. S.S. p. 141. 
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に官僚主義の独裁が組織化されつつあった。したがって、ロシャのいたるとこ
ろに、宗教的熱情が再発し、宗教という名の＜阿片＞によって供給される一時
的な鎮静剤に頓る難民があらわれたことも、けっして不思議ではないのである。
教会は真実を変造したといって生涯それに対する攻撃をゆるめなかった自由
思想家たる Gideは、同様の論法によってソビエトの制度をも批判したのであ
る。神秘的な天の啓示にもとずくのではなく、合理的な理性にもとずく自己の
新しい生活信条の範囲内で、彼は思考の自由を維持しようとつとめたのであっ
たが、ソビエトを旅行しているあいだに、それが不可能であるのを見出した。
情慨のうちに彼は教会とStalinismeとの類似性を強調している。 Nousvoyons 
aujourd'hui le communisme accaparant etouffer l'esprit meme de la Revo-
lution:tout comme l'Eglise accaparait, pour l'etouffer, l'esprit de l'Evan-
gile.< 81> っまりこの二つの制度は＜純粋性＞というものを歪曲している。教
会はキリストの言葉を歪曲し、ソビエト共産主義は Marxや Lenineの原則
を歪曲しているわけである。キリストの言葉を教会のドグマと対比させて、そ
の結果として起こり得る塑落を指摘したときと同じ方法で、Gideはロシャにお
ける共産主義の状況を、 Marxや Lenineによって発言された原則に対比さ
せた。彼が Desorte que !'on vient a se demander si Lenine lui-meme 
reviendrait-il sur la terre aujourd'hui ... ? (82) と書いたとき、そこには、
<(Les Freres Karamazov)>におけるあのキリストの架空の下界訪問を想い
起こさせるものがある。そして、ちょうど異教徒中の最悪の者という理由でキ
リストを攻撃し非難した例の大宗教裁判官のように、 Stalineは Lenineを射
殺することはなかっただろうか。また、 Lenineはもう一度生きかえってくる
べきであっただろうか。(83)
(81) Andre Gide: Litterature engagee. p. 180, 
(82) Andre Gide: Retour de l'U. R. S.S. p. 68, 
(83) 1936年8月25日付の Kamenev-Zinovievの公判報告書はこの推測を論証する
ものであろう。帰国した Gideは次のように述べている。 Quepenser de ces 
seize inculpes s'accusant eux-memes, et chacun presque dans les memes 
termes, et celebrant la louange d'un regime et d'un homme pour la 
suppression desquels ils aventuraient leur vie? (Journal. pp, 1254~5.) 
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いまや一つの宗教と化した共産主義に対する Gideの不安は、十分に動機
のあることが立証された。キリスト教の教義は疑念をさしはさむ余地がない
ものとされているが、それと同様に、共産主義には党の方針という侵すべか
らざる権威がある。 Gideは Bossuetの言葉との関連のもとに、カトリック
について Ifaut bien se persuader d'abord de ceci: quoi que ce soit que 
l'on pense et dise, qui n'ira pas dans leur sens, qui ne sera・pas en etroi-
te conformite avec ce qu'ils savent d'avance (et par tradition)~tre la 
Verite, sera d'avance tenu pour erreur.<め と述べているが、これは、
<Retour de l'U. R. S. S:► のなかで彼が、 Staline制度のもとにおけるロシ
ヤの民衆に許された批評精神について語ったときと非常な類似性をもってい
る。...cette critique ne consiste qu'a se demander si ceci ou cela est 
'dans la ligne'ou ne l'est pas. Ce n'est pas ele, la ligne, que l'on 
discute. cs) っまり、カトリックの教会が禁書目録によって文学活動を抑制し
たように、共産主義は文学に党の規準と一致することを強要したのである。
宗教から分離されたロシャの民衆は、＜崇拝＞の対象を Stalineに転移し
た。大きなポスターに描かれた Stalineの肖像がいたるところに貼られてい
た。ソビエトの人たちの無知が、共産主義の高邁な説教師である Marxの著
述を真に理解することをさまたげていたのである。彼等はただ、凡庸で底意の
ある説教師たちによって、さしつかえないと判断されたものだけを知らされて
いるにすぎない。このような実情を指摘した Gideは、皮肉まじりに C'estla 
messe en latin. (86) と述べている。
結局のところ1917年の革命は失敗であった。なぜなら、 Gideによれば、ソ
ビエトの指郡者たちが Jusq'apresent, il n'est pas une revolution qui, en 
fin de compte, n'ait abouti a un renforcement de la m如aniqueadminis-
trative.<町） という Lenineの短い文章中に含まれる警告に注意しなかったか
(84) Andre Gide: Journal. p. 1174. 
(85) Andre Gide: Retour de l'U.R.S.S. p. 46. 
(86) Andre Gide: Journal. p. 1289. 
(87) Andre Gide: Litterature engagee. p.162., note 2. 
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らである。同様にキリスト教もその根本的な目的において失敗であった。それ
というのも宗教は~ キリストの名をもち出すことによってそのキリストを台な
しにし、せっかくの精神を文字の下租みにしてしまったからである。
しかしながら、キリスト教徒と真の Marx主義者は、彼等自身が決めこん
でいるほど、そんなにかけ離れた存在ではない。彼等は究極の革命を達成する
ための努力を結集することができたはずである。両者の関辿性について、 Gide
は次のように記している。
Pour le chretien, c'est en soi-meme qu'opere la revolution. Je vou-
, drais pouvoir dire: en soi-meme d'abord: mais le plus souvent cette 
revolution-la lui suffit: tandis que la revolution exterieure suffit aux 
autres. Ces deux efforts, ces deux effets, je les voudrais complementai-
res et crois que, souvent, c'est assez facticement qu'ils s'opposent.(88) 
キリストの教えにとりつかれた AndreGideは、 最初のあいだ、人間は単
独で個人として内面からのみ進歩するものだと信じていた。その後彼は、 Marx
主義者としての夢に酔って、より良き社会的条件が、より良き個人を生み
出すであろうと信じるようになった。しかし、この Marx主義のユートピア
は実現されなかった。そこで Gideは、より良き人間は、内面の改革と外面の
それとの結びつきから生まれるものだと結論した。社会的な見地からすれば、
キリスト教と Marx主義の最終目標は同一のものであるといえるのであって、
ただ、そこにいたる手段だけが異っているのである。 Gideにとって Marx
主義は、キリストの教えの実際的なーーいわば技術上の一—•適用にほかならな
かった。 1943年にはじめて出版された<:Deuxinterviews imaginaires>のな
かで、 Gideは...tout ce que je cherchais naguere dans le communisme 
(en vain, car ou j'esperais trouver de l'amour je n'ai trouve que de la 
theorie), c'etait ce que le Christ nous enseigne avec tout le reste en 
surplus. (89) と述ぺている。そして、共産主義が期待を裏切って以来、キリス
(88) Andr~Gide: Journal. p, 1293, 
(89) Andr~Gide: Feuillets d'Automne, pp, 52~認
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ト教はその根本にある革命的衝動をとりもどすことができた。 Le flanchage 
du communisme restitue au christianisme sa portee revolutionnaire.<90) 
という言葉からも明らかなとおり、少なくとも Gideはそう考えたように思わ
れるのである。
??
Marx主義者としての夢が崩れ去って、 Gideは落胆せざるを得なかった。
つまり、彼はソビエトの指芍者たちの態度に失望を感じたのであって、英雄的
で賞讃すべき一般の人びと (cetheroique et admirable peuple)に失望を感
じたわけではない。とはいうものの、それらの人びとはいまなお＜群衆＞
(mob)の域を出ていないのであって、 Gideはかつての Voltaireのように、
彼等に対して愛情をもちながらも、真底から信じきれない思いであった。 (91)
Ce qu'il faudrait, c'est une humanite digne d'y prendre place. Le monde 
ne peut etre sauve que par quelques・uns.C92) この言葉は、共産主義者とし
ての一時期の後における Gideの信念を物語るものである。ふたたび彼にとっ
て、特定の人間が多数の人間に打ち勝ったのである。
Andre Gideの幻滅は、彼の旅行仲間にも伝わった。ただ、不可解な事情
のもとに Sebastopolで客死した EugeneDabitだけは例外であった。(93)
Marius Valkhoffによれば、彼はいく人かの若い作家たちに Titoismeを鼓
吹するに際して大きな影響力をもっていた。C94) Gideにおける政治的転向の
もっとも重要な結末は、さきにも引用した GeorgesFriedmannの酋物 <;De
(90) Andre Gide: Journal~p. 1237, 
(91) Andre Gide: Retouches a Mon Retour de l'U. E. S.S. p. 156, note 1. 
(92) Andre Gide: Journal & Souvenirs, p, 139, 
(93)彼は＜狸紅熱＞で、別のいい方をすれば、診断できない病気で、 4日間患って死
んだ。 cf. Andre Gide: Eug~ne Dabit. (N. R. F, CCLXXVII, pp, 581~ 
590.) 
(94) Marius Valkhoffの就任講義 <:AndreGide and his approach to Soviet 
Communism► (Johannesburg, Witwaterstrand University Press). 
(231) 
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la Sainte Russie a l'U. R. S.S.> (1938年出版）であった。この沓物には初
期の論文も再録されていて、その一つには明らかな意図のもとに<Retouches
＞という論題がつけられている。強固な共産主義者によって古かれたこの着物
は、 Gideの批判に反論することを企図しながら、かえってGideの批判を弁明す
るという奇妙な効果を見せている。 Gideが指摘するあらゆる欠陥は、推移の
状態のなかでの一つの＜段階＞を示しているにすぎないという考え方が、一貫
して告物の底流となっているように思えるからである。(95) 著者ははからずも
Gideによるいくつかの主張を支持していることになる。 FriedmannはMarx・
Lenine主義者としての自己批評が、 より自由な活動の場を与えられることを
強く望んでいたが、(96) それだけに、たとえば次のような彼の憤慨などは、反
対者との思いもよらない一致を示しているといえる。
A certains etonnements qu'il exprime, on croirait qu'il eut espere y 
trouver deja la periode du communisme triomphant, oil. la dictature est 
abolie, ou les cadres autoritaires de l'etat se resorbent, oil. la collectivite 
retribue chacun, non selon la valeur de son travail, mais selon ses 
besoins. (97) 
そしてまた彼が、 ladifferentiation marquee des salaires, telle qu'elle 
s'est instituee au cours du second plan quinquennal, ne pourrait se 
prolonger indefiniment sans danger.<98> というときにも、 Gideとの一致
が認められる。しかし彼は、従来からの Gideの反対者と同じ論点に立つとき
には、さらにもっと露骨な態度を見せている。同性愛を否定する法律が、背信
の共産主義者たる Gideを裁く場合に、どの程度の影響力をもっているかを明
らかにしようとするとき、彼はまさに HenriMassisと同列の人物であると
(95) cf. De la Sainte Russie a l'U; R. S.S. pp. 245, 250, 251. 
(96) Georges Friedmann: De la sa・.nte Russie a l'U. R. S.S. P. 246. 
(97) ibid. p. 247. 
(98) ibid. p. 253. 
(232) 
Andre Gideにおけるキリストとマルクス (II) (重本） 29 
いうことができる。(99)
新しいイデオロギーの名のもとに、少数政治の利己的な目的を包みかくして
いるソビエトの政治体制に対する勇敢で明晰な告発によって、 AndreGideは
その個人的なユマニスムのありのままの姿をあらためて、はっきりと示したわ
けである。彼はかつての偽暉的な仲間との関係を絶ち切った。しかしながら彼
は、世界を救うための一ーどことなく共産主義的な色彩をとどめている—自
己の信条を完全に手放すことはなかったのである。
1931年に、増大してゆくはげしい政治的信念が、自分自身と芸術の仕事との
あいだの克服しがたい障壁となったとき、 Gideは次のような釈明をおこなっ
ている。 L'extraordinairedifficulte que je trouve a m'exprimer aujourd' 
hui ne vient・elle pas aussi de ce que plus aucun personnage imaginaire 
ne m'habite et que c'est en mon nom prop re que je cherche a parler ?(lOO) 
そして、この苦境を打開するためには、いまや新しい主人公を作り出さなけれ
ばならないことを、 Gideは知るにいたる。そこで、あの神話の人物Theseeが
Gideの代弁人として積極的に活躍することとなる。もちろん作品<Thesee>
には、 Gideの作家活動の終着駅という意味において、直接、間接にいろいろな
問題が含まれているが、(101) ここでは、さしあたりこの書物のもつ社会的な使
命を探らなければならない。
?
ユートビアからの復帰、 1938年における妻Madeleineの死、それにつづく巨
(99) G. Friedmann: De la Sainte Russie a l'U.R.S.S. p. 256. 及び H.Massis: 
D'Andre Gide a Marcel Proust. p. 280. この攻撃に反論して Gideは次のよ
うに言明している。 Dansaucun autre pays, je n'avais trouve pareille conni-
vence et complaisance a cet egard. (Journal & Souvenirs.p. 1212.) 
(100) Andre Gide: Journal. p. 1043. そして Gideはひき続いて次のように附言
している。 lemeilleur moyen 〔．●．〕 serait d'inventer de nouveau un heros 
responsable(ayant soin de le douter d'une certaine faculte d'elocution!) 
(101) <Thesee>のもつ個人的、あるいは人間的な使命については、あらためて考察
する準備をすすめている。
(233) 
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大な戦争、 1940年におけるフランスの挫折と敗北畜このような現象が、年老い
た Gideを大いに憤慨させ、彼の精神の動揺を助長した。ずっと後年の1948年
に、近代世界の堕落した状態をまえにしてすっかり希望を失ったGideは、＜権
威＞というものがもっている究極の力に助力を求め、次のように述べている。
Nous etouffons (le monde moderne), et demain ce sera pire, clans une 
epaisse fort!t de problemes insolubles, oi, je ,le crains, la force seule, 
et la plus volontairement aveugle, la plus monstrueuse et absurde, la 
plus brutale, sera invitee a obtenir des eclaircissements, des eclaircies, 
des clairieres: a triompher.C102) 
Theseeは、 Gideがかつてその神話的伝説のなかにオペレッタの格好の主題
を見出したとき、非常に興味をそそられた人物であり、少なくとも美学の領域
において、上述のような一つの＜権威＞を身につけ、世界を救うために、 Gide
によって選ばれた人物であった。 Theseeの独裁は、ちょうどさきに引用され
たいささか毒舌的な Gideの文章中のいくつかの言葉と一致するけれども、こ
の害物が害かれていた時期に、現実に世界を破壊しつつあった他の絶対的な支
配者の独裁ぶりと同一視されるぺきものではない。すでに示された多くの例に
よっても明らかなとおり、両者の本質的な相異は、まず第一に、ギリシャの英
雄は、人間の福祉、人間の時代、公共の財産、未来の人間の幸福と結びついて
いることであって、この点においては、 Theseeは、 18世紀の哲学者たちにと
っては非常に貴重な、いわば啓蒙された良識のある独裁政治の伝統と一致する
ものである。そして第二の相異は、この vaillantrassembleur de cites (103)と
しての Thes紐は Athenesを築いたことである。
Ath如es ―あるいはギリシャ文明—が Gide にとっていかなる意味をも
っていたかは、彼の多くの作品によって明らかである。つまりそれは、神々の
(102) Andr6 Gide: Journal & Souvenirs, p, 321, 
(103)ロシャの作家に関する Gideの批評書に対する序論としての <:Etude),のな
かで、 Ren6 LalouがDostoievskyを<rassembleurde la terre russe>と
呼んだことを、ここで想い出す。
(234) 
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示唆に富んだ冒険謂によって象徴される、人間的な叡知の無限の源泉であった
ばかりでなく、Gideに対して理想的な人間社会のモデルをも提示したのであっ
た。 <Thesee)>の短い物語のなかで、迷いからさめた共産主義者は、 5世紀
のギリシャに見られるような社会の輸廓を想い描いていたのである。 5世紀の
ギリシャ社会においては、芸術の開花と人間的な思想ー一つまりユマニストた
る Gide の憧れの的—ーが、記録ざれた歴史のなかで最高の段階に達していた
のである。
そこで、いくぷん逆説的に見れば、人間や社会の進歩に対する Gideの憧憬
は、 18世紀の政治的概念への復帰のなかにあらわれているといえる。彼の餃終
目椋が、古代ギリシャをモデルとして作られる社会だからである。事実、<
Thesee)> が完成されたことによって、 1894年の<Journal►に記された次のよ
うな完全な国家に対する Gide自身の初期の観念が、芸術としてはじめて結実
したわけである。 Une cite, un Etat parfaitement sage vivrait. jugerait 
sans lois, les normes etant clans l'esprit de son areopage. L'homme sage 
vit sans morale, selon sa sagesse. Nous devons essayer d'arriver a 
l'immoralite superieure. (104) 
Theseeのいちぢるしい特徴は、その高度な無道徳(immoralitesuperieure) 
である。この点からいえば、 Theseeは Menalqueゃ Prometheeや <Edipe
との緊密な姻戚関係を継承していることになる。<L'Immoraliste)>における
あの Nietzsche的な Menalque,Zeusに反抗するPromethee.人間の福祉を追
求するために、神や家族とのあらゆる絆を絶ち切る <Edipeなど、これらのす
べてが Theseeの人格のなかに含まれている。彼は理想的な指迎者としてGide
が想い描いているタイプを代表するものである。つまり、理想的な人間そのも
のではなくて、理想的な人間が生まれ得る可能性をもった社会を築き上げるこ
とのできる人間である。
しかしながら、この TheseeをGide自身の変形だと考えることはつつしま
(104) Andre Gide: Journal. p. 5. 
(235) 
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なければならない。行動人としての Theseeは、 Gideが社会問題に対して努
力を傾ける場合の、たんなる道具にすぎない。 J'aime mieux faire agir que 
d, agir. c1os>と宣言した Gideは、紐を引っばって Theseeを操つっていたので
ある。とはいえ、望まれた行為を理想的な形で遂行する Theseeは、思考によ
って妨げられることはない。 DedaleはThes紐に向って次のようにいう。 Je
te louerai de ne point te laisser embarrasser par la pens紐 C'estaffaire 
a d'autres, qui eux n'agissent pas; mais fournissent beHes et bonnes rai-
sons d'agir.<100>この言葉から、 Gide自身の姿を把えることができる。 Gide
はしばしば、自分にとって重要な表現をパラフレーズするために、選ばれた作
中人物を借りるのである。
Andre Gideの最後の芸術作品である Thes紐の物語は、ここで問題にして
いる事柄、つまり社会の進歩に関する最終的な陳述と人間の改良以上のものを
含んでいる。変化に富んだシンフォニーの最終楽章と同じように、この作品は
さまざまな主張の結論的な進展のうちに、あらゆる初期のテーマを要約してい
る。おそらくそのために、 <:Thes紐＞は、大部分の以前の作品に見られたあの
驚異、あの新鮮さに欠けている。以前の諸作品は、 toujours tracer la ligne 
la plus etroite, la plus subite, et la moins attendue.C1111>という作者の欲望
に十分呼応するものであった。 Gideの作品に馴れ親しんだ読者にとっては、
この <:Thesee> の各ページは、過去の陰影—すでに無きかつての日々を探
し求める詩人によってふたたび訪れられた、初期の快楽の遺跡—のようなも
のである。 15年に近い失堕の後、熟慮のうえ、彼は芸術の仕事に復帰するため
の努力をおこなったわけである。
物語の全般的な調子には、<:CEdipe>のそれを想い起こさせるものがある。
(105) Andre Gide: O.C. IX, p. 142, 
(106) Andre Gide: Thesee. p. 57, 
(107) Andre Gide: Journal, p: 963. 
(236) 
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事実 <Thesee►は、 <<Edipe►の続篇であり、エビローグである。(108)劇的な
構成をもつこの物語は、若い世代に向けられたものである。 TheseeはHippo-
lyte のために、つまり永却回復的な青年のシンボルであるいま一人の Natha-
naelのために、自分の生涯を語る。この教訓的な物語のなかで活躍する象徴的
な人物の多くは、作品執筆と同時期あるいはそれ以前の時期における Gide自
身の態度の一つを表わしている。この意味において Gide は、 <Thesee►の全
篇を通じて、自己との内面の対話をおこなっているのである。そして、 Gideの
生涯の舷後を飾るべきもっとも重要な対話は、 <Edipeと Theseeのあいだで
交わされている。
1931年に発表された劇作く<Edipe►の結末において、主人公<Edipeは、盲
目となり町から追放されるが、そのとき、ユマニテに奉仕するという使命をも
った一人の自由人をステージに残した。折しもこの時期に、 Gideは、 ソビエ
ト旅行において頂点に達したあの社会活動、政治活動に一身を捧げはじめたの
であった。 <Edipe が <Thesee►の最後のページにふたたび姿をあらわしたと
き、彼は、共産主義者としての夢からさめたGide自身を反映するかのように、
すっかり変化した人間になっている。地上の神に奉仕するという彼の以前の決
意は、 Theseeの実質的な事業と比較すれば、いまや奇妙にも神秘的な様相を
呈している。物語の最後の部分で、 Theseeは <Edipeに向って、 ... je ne 
puis que te louer de cette sorte de sagesse surhumaine que tu professes. 
(109)と述べている。これは明らかに <Edipeの神秘主義を強調するものである
が、このことによって Gideは、自己の現実主義的な叡知の欠如を非難したの
かもしれない。家長たる <Edipeの盲目は、まさに明白な象徴を示している。
(108) Andre Gide: Journal. p. 1022. Et j'imagine, en maniere d'epilogue, un 
dialogue entre CEdipe et Thesee. Je songe a une vie de Thesee (oh ! j'y 
songe depuis longtemps) oi se placerait (ce que j'invente seulement, 
aujourd'hui, dans le train qui m'emmene a Cuverville) une rencontre 
decisive des deux heros, se mesurant l'un a l'autre et eclairant, l'une a la
faveur de l'autre, leurs deux vies. 
(109) Andre Gide : Thesee. p, 122. 
(237) 
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みずからの手で故意に盲目となった経緯を追憶するとき、 <Edipeは、彼の原
型である Colonosの <Edipeと同様に、 0obscurite, ma lumiere ! <10)と叫
んだと主張する。 <Edipeに自分自身の失敗の汚名を着せた Gideが、その CE-
dipeから、神秘的だと思えるほど忍従の生活に徹するキリスト教徒を作り上
げたのは、より良き社会の実現に対する彼自身の福音的な夢のせいであったの
だろうか。
<Edipeの最後の態度、つまりキリスト教の聖者の態度を見て、 enfant de 
cette te1reである Thesee(lll)は彼を理解しそこねる。しかしながら Thesee
は、盲目の使徒の偉大さを否定してはいない。そして、その偉大さを自分もも
っていると考える。自己の内的ヴィジョンの迷路にふみ込んだ <Edipeは、か
ならずしも自己の使命を理想的な形で全うしたわけではなかった。それでも残
存者たちは、彼等の憩う町に繁栄をもたらすはずである。 ここにおいて、 (E-
dipeによって象徴されるキリストの伝統は、無神論的なTheseeの態度と結び
つくこととなる。天を清めた Theseeは、象徴的な都市―-Athenesー 一の偉
大さを生み出すであろう。
Gideと異って Theseeは、微妙な思考に妨げられることのない行動人であ
る。しかも Theseeは、その行動の根底をなす基本的な哲学をもっている。そ
して、この哲学の原理は旧約聖書の＜伝道の書>(Ecclesiaste)第三章の精神
に通じるものであり、 Theseeが Pirithoiisに語る次のような言葉のなかに要
約されている。 Il est un temps de vaincre ... de purger la terre de ses 
monstres, puis un temps de cultiver et de porter a fruit la terre heu・ 
reusement amendee: un temps de liberer les hommes de la crainte, puis 
un temps d'occupei: leur liberte, de mener a profit et a fleur leur aisan-
ce.<12) 怪物どもを撃滅した後 Theseeは、私利私欲を捨てて都市を組織する
ことに着手した。彼は農民たちに田畑を分配し、すべての財産の平等化をはか
(110) Andre Gide: Thesee. p. 117-
(111) ibid. p. 122. 
l112) ibid. p. 107. 
(2 38) 
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り、 aristocratiede l'espr.itClS)の基礎を築いたのである。彼は民衆の政府を
樹立し、自由を与える代りに、厳格な規律を課した。 Gideが意図する共和国
の理想的な統治者である Theseeは、すべての者に、それぞれの職能を分配し
た。たとえばauxnobles, la conduite : aux artisans, le nombre : aux labou-
reurs, l'utiliteC14)である。そして彼自身には lagarde des lois et la direc-
tion de l'arm紐(115) だけを残した。彼のおかげで、 Athenesは人間文化のも
っとも純粋な開花を見ることができるであろう。自己の生涯を物語ったとき、
Theseeは年老いて孤独である。しかし彼は、彼の都市を築いたのであり、思
い残すことなく死んでゆける人間である。 Pour le bien de l'humanite, j'ai 
fait mon ceuvre. J'ai vecu.(116) ，?
<Thes紐＞は社会問題に関する Gideの結論を示している。この占物のなか
に手短く要約された政治上の方策が、作者の夢みた社会を生み出すかどうかは
第二義的な問題である。むしろ第一義的な煎要性は、そこに含まれる基本的な
メッセージにあるといえる。
概括的な見方をすれば、 <TMsee>の時期においても、社会問題に対する
Gideの態度は、熱狂的な共産主義者としてソビエトを訪れたときのそれと変
りはない。人間の進歩に関心をもっ Gideは、彼がそうあるべきだと想像した
ような共産主義のなかに、新しい社会の出発点を見たのである。その新しい社
会においては、価値のスケールは福音書の教訓にもとずくであろう。そして、
そのような社会からこそ、より良き人間が生まれてくるであろう。彼の究極の
目標は、芸術とユマニスムのもっとも偉大な開花であった。ギリシャ文明によ
って代表されるこの目標は、 <Thesee>においても同様である。ひろく教投、
(113) Andre Gide : Thesee. p. 105. 
(114) G. I. Brachfeld : Andre Gide and the Communist Temptation. P. 140. 
(115) Andre Gide: T鎚 e.p. lQ'l. 
(116) ibid. p. 123. 
(239) 
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文化を受け容れる社会を建設するための手段は、 Gideの精神のなかでは、共
旅主義者たちの用いる手段と本質的に同じものであると考えられている。実際
に、 Gideの理想的な共産主義は、彼が生涯保持しつづけ、 <(Thes紐＞のなか
でくり返し主張された、進歩に対する信頼の念と呼応するものである。
ところが、こv)点に関して提起されるわずらわしい問題がある。精神的な指
針を求める青年に宛てた手紙のなかで、 Gideは次のようにt1fいている。 Le 
monde ne sera sauve, s'il peut l'etre, que par des insoumis. Sans eux. 
c't'n serait fait de notre civilisation, de notre culture, de ce que nous 
aimions et qui donnait a notre presence sur terre une justification se・ 
crete. 1s sont. ces insoumis, le <(sel de la terre)> et les responsables de 
Dieu.Cm) <Thesee)>の物語では、 Hippolyteがこれらの純粋な個人の役割
を象徴的に果している。 Theseeは彼について、 Queje I'(=Hippolyte) ai・ 
mais ainsi ! beau, fier, insoumis : non a moi, certes, qu'ii venerait, ni 
aux lois : mais aux conventions qui restreignent les affirmations et fati-
guent la valeur de l'homme. (118)と述ぺている。しかし、Hippolyteは死んで
しまった。それはたんに、与えられた神話の筋書きに従っているだけのことで
あろうか。それとも、 AndreGideの絶望や断念のあらわれか、また、より良
きユマニスムに対する悲観的な解毒剤なのであろうか。
1942年から49年にいたる <(Journal)>の最後の部分と、 <(Ainsisoit・il)>の
なかで、 Gideは、世紀半ばにおける悪化した世界情勢に対して失望と落胆を
より」していることは事実であるが、それにしても、上述のような性急な推測は
1.-: 当ではないと思われる。 1930¥代のあの熱烈な楽観主義は、たしかに影をひ
そめてしまった。 しかし、悲痛な心境にあったとはいえ、 Gideはより良きユ
マニテに対する希望をその後も維持しつづけている。 1951年1月、死の 1ヶ月
足らず前に、 Gideは、ひょっとすれば実現するかもしれない、選ばれた少数
の個人による世界の救済を主張している。
(11'/) Andre Gide: Journal & Souvenirs. p, 296, 
(118) Andre Gide: The廷e,p, 113, 
(240) 
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結論的にいって、AndreGideの共産主義への加担は、(119)より良き人間生活
についての彼の理想が、ソビエトのユートピアにおいて着々と実現されつつあ
るという、誤った信頼にもとずくものであった。事実、ソビエトの共産主義は
Gideの夢みていたものとは非常にかけはなれた様相を呈していた。 しかしな
がら、もしも30年代の初期に、 Gideがこの共産主義という言葉に与えた内容
こそ、この言葉のもつ本来の理想的な意味であると考えるならば、そしてまた
共産主義は、 Gideの個人的なユマニスムの、政治社会上の等価物であると考
えるならば、 Gideはつねに、あるいは最初から、共産主義者であったという
ことができる。ここにおいて、 Decceur, de temperament, de pensee, j'ai 
toujours ete communiste. (120)という Gideの宣言は、まさに完全な意味を獲
得したことになる。孤独な子供として彼が、たまたま遭遇した悩める人たちに
深い同情と共感を感じたとき、また、清教徒の青年として、物質的に恵まれた
彼は、れ餞愛主義を義務とすべきであると考えたとき、彼は心 (cceur)において
共産主義者であった。快楽を禁じるところのモラルや宗教上の戒律と、それら
を擁護する社会の階級に反抗したとき、彼は気質 (temperament)において共
産主義者であった。作品を通じて、解放的な倫理体系と弾力性に富んだユマニ
スムを作り上げていったとき、彼は思想 (pensee)において共産主義者であっ
た。つまり彼のユマニスムは、キリスト教の道徳的価値とヘレニズムの芸術的
価値を、調和のとれた形で融合しているのである。したがって Gideは、解放
的な倫理体系を通して、個人主義とn己犠牲とのあいだの表面的対立を、そし
て、弾力性に富んだユマニスムを通して、 Dionysosと Apollonのあいだの
対立を、↓↓事に解決しているのである。
(119) cf. Justin O'Brien: Two Declarations by Andre Gide, Partisan Review, 
July-August, 1951. p. 395-因みに、前ペー ジの論旨との関連において、 Her-
mann Hesseの<Voyageen Orient;>の序文から、 Gideは次の引用を行な
っている。 Je crois il. la vertu du petit nombre .. Le monde sera snuve 
par quelques-uns. 
(120) Andre Gide : Journal. p. 1118. 
(241) 
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もしも共産主義の信条が、地上のふみにじられた人たちの解放を意味するも
のであるならば、 Gideは政治に関心を示すはるか以前から、すでに共産主義
者であったといえる。顕著で勇敢な行動によって、彼は独善的な社会によって
加えられた侮辱と迫害から同性愛を解放しようと企てた。彼は犯罪者に仕立て
上げられてしまった社会の犠牲者に対して、知性と慈悲にあふれた法律が執行
されることを要求した。さらに彼は、男性の世界のなかでの女性の権利を擁護
しさえもした。植民地化されたアフリカとソビエト化されたロシャのいずれに
おいても、彼は、その真実の声が聞かれることのない虐げられた人びとを弁護
して、活発な発言をくり返した。これらのことは、本論の前編において、すで
にかなり具体的に考察したところである。
批界の行手に立ちはだかり、増大の一途を江さる社会問題の複雑性をまえに
して、失望を禁じ得なかったユマニスト ~dr6 Gideは、楽天主義的なメッセ
ージ一—それがどんなに憤重で用必深いものであろうとも一一をたずさえてこ
呪！！．．の生活に別れを告げることに、義務能力の限界を感じないわけにはいかな
かった。というのは、 Gideは、重大な努力に対する困難なよろこびと'I 芸術
作品の無償の美しさに、つねに賞讃を惜しまなかったからである。 Th6sとが
Athenesの町を残したように、 Gideは世界にユマニスムを残したのである。
そしてこのユマニスムこそは、古典芸術の硬い大理石に刻み込まれて、永遠の
！！ー ：命を保ちつづけるであろう。
（本籾の前絹をなす「Andr~Gide におけるキリストとマルクス (I)」は、
関西大学仏文学会編「仏語・仏文学」 No.2(1961年）に掲載されていること
を、念のために追記する）
(242) 
